
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年２月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２門第１４１号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２４年８月２１日 ０８時０５分ごろ 

発生場所 福岡県苅田
か ん だ

町苅田港 

苅田港北防波堤灯台から真方位２５０°２,２００ｍ付近 

（概位 北緯３３°４７.６′ 東経１３０°５９.４′） 

事故等調査の経過  平成２４年１０月９日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）を指名した。  

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ  押船  ジェイケイ、１０１トン 

     １３２７３５、株式会社ジェイ・ケイ・ライン 

Ｂ  バージ  ＪＫ－１、約１,２８７トン 

      なし、株式会社ジェイ・ケイ・ライン 

 乗組員等に関する情報 Ａ  船長Ａ、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ  プロペラ翼に曲損 

Ｂ  なし 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか４人が乗り組み、鉱滓約１,５００ｔを積載し

たＢ船を押し、苅田港本港４号岸壁（以下「苅田港本港」を冠する岸

壁名称については、これを省略する。）に入船左舷着けで着岸するた

め、４号岸壁の北側に隣接する５号及び６号岸壁前の水路を両岸壁か

ら離れて西側に寄って南西進した。 

  船長Ａは、５号岸壁の前を通過した頃、Ｂ船の船首を左方に向けた

ところ、東風を受けて右舷方に圧流され、Ａ船の船尾部が水路西側の

浅所に接触した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力  ３ 

海象：潮汐  上げ潮の中央期、潮高  約２３０cm（苅田港） 

 その他の事項 

 

  Ａ船の喫水は、船首約２.７５ｍ、船尾約４.２０ｍ、Ｂ船の喫水

は、船首約３.９０ｍ、船尾約４.１０ｍであった。 

  海図（Ｗ１２９）によれば、４～６号岸壁前は、幅約２４０ｍの水

路となっており、同岸壁の前面２００ｍ付近から西側には、水深０.

９ｍ～３.４ｍの浅所が岸壁長とほぼ同じ範囲で存在する。 

  船長Ａは、揚げ荷後に出航する際、岸壁前の水路幅が狭いため、錨

を使用してＢ船の船首を岸壁から離したのちに回頭して離岸する必要

があることから、可能な限り岸壁と垂直方向に最低４節の錨鎖を繰り

出しておけるよう、入航時は、できる限り着岸岸壁の反対側に寄って



 

水路を南西進し、同岸壁に向かって左転したのちに投錨することとし

ていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

Ａ船は、Ｂ船を押して苅田港に入航する際、錨を使用して離岸する

ので、投錨に備えて水路の西側に寄って南西進し、５号岸壁を通過し

た頃、着岸予定の４号岸壁に向けて左転したところ、東風を受けて右

舷方に圧流されたことから、Ａ船の船尾部が水路西側の浅所に接触し

たものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が、Ｂ船を押して苅田港に入航する際、錨を使用し

て離岸するので、投錨に備えて水路の西側に寄って南西進し、着岸予

定の４号岸壁に向けて左転したところ、東風を受けて右舷方に圧流さ

れたため、Ａ船の船尾部が水路西側の浅所に接触したことにより発生

したものと考えられる。 

 

 




